
医療法人社団博友会は5つの施設で社会貢献しています

医療・看護・介護を通して
地域に貢献いたします

秋
2011年10月

［No.11］

Hakuyuka i‐Dayor i

ご自由にお持ち帰りください医療法人社団博友会 広報誌

働き盛りの人でも発症します！

若年性認知症
髙橋 伸幸 医師医療法人社団博友会 平岸病院 精神科

北の峰病院
精神科・神経科

富良野市中御料2062番地
TEL：0167‐22‐2011

介護老人保健施設博寿苑
入所・短期入所
通所リハビリテーション
赤平市平岸新光町2丁目4番地
TEL：0125‐37‐2001

平岸クリニック
精神科・神経科・心療内科・内科
リハビリテーション科・デイケア・ナイトケア
赤平市平岸新光町1丁目1番地
TEL：0125‐38‐8393

共同生活援助事業所グループホーム博友荘
入居による生活援助

赤平市平岸新光町4丁目34番地
TEL：0125‐37‐2077

平岸病院
精神科・神経科・内科
神経内科・歯科・訪問看護
赤平市平岸新光町2丁目1番地
TEL：0125‐38‐8331

北の峰病院の周りには
6匹の子ダヌキたちが遊びに訪れます
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いきいき
健康生活

髙橋 伸幸 医師
昭和43年 千葉県松戸市生まれ
平成 4 年 慶応義塾大学商学部卒業
平成 5 年 船橋市役所勤務
平成21年 熊本大学医学部卒業
平成21年 市立赤平総合病院研修医
平成22年 市立三笠総合病院研修医
平成23年 平岸病院精神科勤務

医療法人社団博友会
平岸病院 精神科

若年性
認知症
認知症は、高齢者だけが発症するものだと思っていませんか？　現実には、

若者や働き盛りの世代でも発症する可能性があります。18歳から64歳で

発症した認知症は「若年性認知症」と呼ばれています。患者さんが苦しむだ

けではなく、経済的な問題、介護の問題など、家族に負担が重くのしかかる

社会的に大変な疾患です。

若
年
性
認
知
症
の
原
因
は

さ
ま
ざ
ま

　
「
若
年
性
認
知
症
」
は
、
原
因
や
症

状
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
原
因
の
中
で
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
血
管
性
認

知
症
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
頭
部
外

傷
性
認
知
症
、
前
頭
側
頭
葉
変
性
症
な

働き盛りの人でも
発症します！

　

若
年
性
認
知
症

は
、
社
会
的
な
認
知

度
が
低
く
、
発
症
し

て
い
て
も
気
づ
か
ず

に
治
療
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
い
た
ず

ら
に
認
知
症
を
恐
れ

な
い
こ
と
と
、
家
族

で
抱
え
込
ま
ず
に
周

り
の
協
力
を
得
る
こ

と
で
す
。

●
変
性
疾
患
…
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、

　
　
　
　
　
　

前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど

●
血
管
性
認
知
症
…
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど

●
感
染
性
疾
患
…
脳
炎
後
遺
症
な
ど

●
代
謝
内
分
泌
疾
患

●
外
傷
お
よ
び
脳
外
科
疾
患
…
脳
腫
瘍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
常
圧
水
頭
症
な
ど

●
中
毒
性
疾
患

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
疾
患
の
例

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

　

脳
内
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
た
ん

ぱ
く
と
い
う
異
常
な
物
質
が

沈
着
す
る
た
め
に
、
神
経
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
い
、
脳
が

萎
縮
す
る
た
め
に
起
こ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
認
知
症

で
す
。「
物
忘
れ
」
が
現
れ
、

時
間
や
場
所
の
観
念
が
失
わ

れ
、
抑
う
つ
や
人
格
変
化
を

伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
せ
ん
妄
、
幻
覚
、
妄
想
、

不
安
、
焦
燥
感
、
徘
徊
、
暴

行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

見
ら
れ
ま
す
。

ど
で
す
。

　

原
因
に
応
じ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
治
療

法
を
で
き
る
だ
け
早
く
選
択
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
あ
る
時
か
ら
急
に
「
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
計
算
が
で

き
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
症
状
が
出

て
き
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
専
門
医
の
診

断
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

血
管
性
認
知
症

　

脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
に

よ
っ
て
、
脳
の
神
経
細
胞
が

障
害
さ
れ
て
起
こ
る
認
知
症

で
す
。
意
欲
の
低
下
、
抑

う
つ
、
物
忘
れ
な
ど
で
始
ま

る
こ
と
が
多
く
、
感
情
が
不

安
定
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
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充実した
検査体制

地域医療を
支える

仲間たち

滝
川
市
立
病
院
が
、
2
0
1
1
年
3
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ア

メ
ニ
テ
ィ
や
救
急
医
療
・
救
急
救
命
体
制
が

よ
り
充
実
し
、 

中
空
知
地
域
の
基
幹
病
院

と
し
て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

専
門
外
来
も
充
実

　

外
来
に
は
、
10
の
専
門
外
来
を
開
設
。
糖

尿
病
外
来
、
小
児
心
臓
外
来
、
腎
不
全
外
来
、

腎
臓
内
科
外
来
、
乳
腺
・
甲
状
腺
専
門
外
来
、

膝
関
節
外
来
な
ど
、
多
様
化
す
る
患
者
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
・
治
療
機
器
も
最
新
の
も
の

を
備
え
て
お
り
、
中
空
知
地
域
の
医
療
機
関

か
ら
の
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

安
心
で
快
適
な
環
境
を
提
供

　

新
病
院
で
は
、
外
来
・
入
院
と
も
に
患
者

さ
ん
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

待
合
ホ
ー
ル
は
広
く
開
放
的
な
つ
く
り
で

す
が
、
小
児
科
に
は
、
独
立
し
た
専
用
待
合

室
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
周
囲
に
気
兼

ね
な
く
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

病
室
は
、
個
室
が
こ
れ
ま
で
の
21
室
か
ら

77
室
に
増
え
、
シ
ャ
ワ
ー
付
き
の
特
別
室
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。　

滝川市立病院
診療科／内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、
眼科、精神神経科、麻酔科 (ペインクリニック）、放射線科、リハビリテーション科
病床数／314床（一般病床270床、精神科病棟44床） 

診療時間／ 8：30～ 12：30
　　　　　13：30～ 16：00
※各科、曜日により異なるためお問い合わせください

休 診 日／土日祝
〒073‐0022
滝川市大町2丁目2‐34
電話 0125‐22‐4311
http://www.med.takikawa.hokkaido.jp/

堤 明人院長
2011年4月に院長就任。千葉大学
医学部卒業。筑波大学大学院人間
総合科学研究科学准教授などを歴
任。日本内科学会認定内科医。日
本リウマチ学会専門医・指導医。医
学博士。

アメニティに
配慮した空間

透析・救急受入

シャワー付きの特別室

開放的な外来ホール

休日夜間救急外来25床のベッドがある透析センターCT（コンピュータ断層撮影）装置 マンモグラフィー

DSA（血管造影）装置 MRI（磁気共鳴断層撮影）装置
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札
幌
に
拠
点
を
置
く
渋
谷
ギ
タ
ー
音
楽

院
の
講
師
と
生
徒
で
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷

ギ
タ
ー
合
奏
団
ド
ル
チ
ェ
」
が
、
平
岸

病
院
で
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
大
学
生
か
ら
70
代
ま
で
の

19
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
コ
ン
ド
ル
は
飛

ん
で
い
く
」「
シ
バ
の
女
王
」「
エ
ス
パ
ニ

ア
・
カ
ー
ニ
」
と
い
っ
た
ギ
タ
ー
合
奏
曲

の
見
事
な
演
奏
を
披
露
。
会
場
と
な
っ
た

第
1
病
棟
の
1
階
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
患

者
さ
ん
た
ち
は
、
繊
細
で
力
強
い
ギ
タ
ー

の
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
板
垣
登
喜
雄
さ

ん
が
主
宰
す
る
ヴ
ォ
ラ
ー
レ
弦
楽
四
重

奏
団
が
奏
で
る
演
奏
曲
に
合
わ
せ
て
、
バ

レ
リ
ー
ナ
の
近
藤
文
子
さ
ん
が
創
作
ダ
ン

ス
を
披
露
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
４
階
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

披
露
さ
れ
た
の
は
、
ハ
イ
ド
ン
作
曲

の
弦
楽
四
重
奏
曲O

p.6
4
-5

か
ら
第
1

楽
章
「
ひ
ば
り
」
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

作
曲
の
弦
楽
四
重
奏
曲
第
1
番
ニ
長
調

O
p.1
1

か
ら
第
2
楽
章
「
ア
ン
ダ
ン
テ
・

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
な
ど
。
優
雅
な
音
色
と

華
麗
な
舞
に
大
き
な
拍
手
が
湧
き
上
が
り

ま
し
た
。

心が癒される芸術を楽しみました
介護老人保健施設

博寿苑

平岸病院

渋谷ギター合奏団

ドルチェ
慰問コンサート

7月3日

東日本大震災復興支援

赤平
チャリティー
コンサート

7月5日
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人
賞
（
現
・
ク
ラ
シ
カ
ル
ギ
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
）
を
最
年
少
（
16
歳
）
で
、
か

つ
女
性
初
の
受
賞
を
果
た
し
ま
す
。

　

1
9
7
9
年
に
18
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
催
後
、
全
国
各
地
で
演

奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
札

幌
で
渋
谷
ギ
タ
ー
音
楽
院
を
主
宰
し
、

そ
の
教
え
子
を
中
心
に
「
渋
谷
ギ
タ
ー

合
奏
団
ド
ル
チ
ェ
」を
結
成
。「
ギ
タ
ー

を
通
じ
て
、
年
齢
や
職
業
を
越
え
た
出

会
い
が
あ
り
、
人
生
が
豊
か
に
広
が
り

ま
す
。
そ
し
て
、音
楽
は
人
生
を
彩
り
、

思
い
出
と
と
も
に
存
在
し
、
心
を
癒
し

ま
す
」
と
音
楽
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

ギタリスト

渋谷 環さん

東
京
音
楽
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
入
団
。

1
9
7
8
年
か
ら
国
内
外
で
コ
ン
サ
ー

ト
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
国
内
外
で

高
い
評
価
を
得
て
い
る
音
楽
の
早
期
教

育
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
教
室
を
開
催
す
る
傍
ら
、「
ヴ
ォ
ラ
ー

レ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
を
結
成
し
、
各
地

で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
弦
楽
指
導
者
協
会
会
員
、
埼

玉
文
化
団
体
連
合
会
会
員
、
日
本
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
千
葉
国
際

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
審
査
員
。

埼
玉
県
在
住
。 

ヴァイオリニスト

板垣 登喜雄さん

　

近
藤
さ
ん
が
発
表
し
て
い
る
の
は
、

「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ダ
ン
ス
」
と
い
う
バ

レ
エ
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
人
間

の
美
し
い
動
き
を
研
究
し
、
そ
の
動
き

と
音
楽
を
結
び
つ
け
て
表
現
す
る
も
の

で
す
。
札
幌
を
拠
点
に
、
全
国
各
地
で

公
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
11
月
11
日
に
は
、
札
幌

市
南
区
に
「
美
術
と
音
楽
と
踊
り
の

記
憶
を
残
す
為
の
記
録
の
場
・
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ズ
」（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

多
目
的
ホ
ー
ル
、
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
を

兼
ね
備
え
た
施
設
）
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

る
予
定
で
す
。

バレエダンサー

近藤 文子さん

博友会に訪れた
アーティスト

今回、医療法人社団博友会のコンサートには、
第一線で活躍するアーティストが訪れました。

渋谷ギター合奏団ドルチェ メンバー

真田 敏幸さん

ドルチェと平岸病院の橋渡し役

(有)赤平公益社 代表取締役社長

　

中
学
生
の
時
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
を
始
め
、
今
は
渋

谷
ギ
タ
ー
音
楽
院
で
学
ん
で

い
ま
す
。
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、「
枯
葉
」
を
独
奏
。

人
生
の
後
半
を
ギ
タ
ー
と
と

も
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

板
垣
さ
ん
は
、赤
平
市
大
町
生
ま
れ
。

赤
平
小
学
校
、
赤
間
小
学
校
、
赤
平
中

学
校
を
経
て
、
赤
平
西
高
等
学
校
を
卒

業
す
る
ま
で
赤
平
市
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。

　

9
歳
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
、

　

近
藤
さ
ん
の
両
親
は
、
2
人
と
も
赤

平
市
の
出
身
。
幼
い
こ
ろ
に
赤
平
公
園

で
い
と
こ
た
ち
と
遊
ん
だ
こ
と
や
、
赤

平
神
社
に
初
詣
へ
行
っ
た
こ
と
な
ど
、

赤
平
に
は
楽
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
そ
う
で
す
。

　

渋
谷
さ
ん
は
、
2
歳
10
カ
月
で
ピ
ア

ノ
を
始
め
、
5
歳
か
ら
ギ
タ
リ
ス
ト

の
父
･
渋
谷
忠
三
さ
ん
か
ら
ギ
タ
ー

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
す
。
多
く
の

世
界
的
ギ
タ
リ
ス
ト
に
指
導
を
受
け
、

1
9
7
7
年
日
本
ギ
タ
リ
ス
ト
協
会
新
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は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
最
初
の
C
T
を
導
入
し
た

と
き
、C
T
検
査
は
保
険
診
療
が
未
承
認
で
、

大
き
な
赤
字
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
幸
運
に
も
、
ほ
ど
な
く
社
会
保
険
で
代
替

請
求
が
承
認
さ
れ
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
高
額
な
検
査
料
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
数
年
を
経

ず
し
て
、
C
T
の
償
却
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

臓
器
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

　

C
T
の
性
能
は
、
第
1
世
代
、
第
2
世
代

と
進
む
ご
と
に
目
覚
し
い
進
化
を
遂
げ
て
お

り
、
現
在
の
主
流
は
第
4
世
代
。
今
年
平
岸

病
院
に
導
入
し
た
高
速
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
高

解
像
度
C
T
は
、
わ
ず
か
数
秒
で
、
頭
部
・

胸
部
・
腹
腔
・
骨
盤
腔
の
臓
器
を
あ
ら
ゆ
る

方
向
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
参
考
の

た
め
に
私
の
「
腹
の
中
」
の
写
真
を
お
見
せ

し
ま
す
）。
私
が
医
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
に
は

想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
画
像
診
断
技
術
の

進
歩
で
す
。

　

ま
た
、
C
T
で
は
見
え
な
い
組
織
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
1
・
5
テ
ス
ラ
の
M
R
I
装

置
も
導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
岸
病
院

は
、予
約
な
し
に
い
つ
で
も
検
査
が
可
能
な
、

全
国
的
に
も
例
の
な
い
施
設
に
な
っ
て
い
る

博
友
会
だ
よ
り N

o
.1
1

発
行
／
医
療
法
人
社
団 

博
友
会  　

赤
平
市
平
岸
新
光
町
2
丁
目
1
番
地　

電
話 

0
1
2
5
（
3
8
）
8
3
3
1

  　

制
作
／
有
限
会
社 

慶
文
社 

博友会物語⑩
博
友
会
の
歴
史
は

C
T
発
展
の
歴
史

理
解
さ
れ
な
か
っ
た
C
T
導
入

　

昭
和
51
年
に
過
疎
地
の
精
神
科
病
院
が

C
T
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
神
経
放
射
線
学

の
第
一
人
者
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ニ
ュ
ー

教
授
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
多
く
の
医
療
関

係
者
に
も
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
52
年
の
北
海
道
精
神
神
経

学
会
で
、
8
0
0
例
の
症
例
を
当
院
の
高

橋
克
世
先
生
と
と
も
に
発
表
。「
精
神
科
病

院
で
は
、
脳
神
経
に
変
化
の
あ
る
病
気
な
の

か
、
変
化
の
な
い
精
神
病
な
の
か
を
鑑
別
た

め
に
、
C
T
検
査
は
必
須
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
を
多
く
の
誤
診
例
を
挙
げ
て
主
張
し
ま

し
た
。
現
在
、
精
神
科
に
お
い
て
C
T
検
査

医療法人社団博友会 理事長 谷 博

札
幌
医
科
大
学
医
学
部

神
経
精
神
医
学
教
室
夏
季
交
流
会 

7
月
30
日
に
開
催

　

恒
例
の
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
神
経
精
神

医
学
教
室
夏
季
交
流
会
が
、
7
月
30
日
に
北

の
峰
病
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
現
役
医
師
と
医
学
生
が
交
流
し
親

睦
を
深
め
る
も
の
で
、
会
場
と
な
っ
た
研
修

室
に
は
、
齋
藤
利
和
教
授
ほ
か
、
教
室
員
、

同
門
会
員
、
精
神
科
を
志
す
研
修
医
・
学
生

な
ど
、
総
勢
53
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
竜
二
副
教
室
長
の
開
会
宣
言
後
、

北
の
峰
病
院
の
久
保
昌
己
院
長
が
歓
迎
挨
拶

を
行
い
、
4
人
の
医
師
が
講
演
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
医
師
と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
谷
博

理
事
長
は
、
道
内
で
最
も
早
く
C
T
を
導
入

し
た
経
緯
や
精
神
科
診
療
に
お
け
る
画
像
診

北
の
峰
病
院

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
、
地
域
医
療
に

貢
献
す
る
た
め
の
健
康
診
断
体
制
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

　

博
友
会
で
は
、
新
世
代
の
C
T
が
登
場
す

る
た
び
に
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
博
友
会

の
歴
史
は
、
C
T
発
展
の
歴
史
と
と
も
に
あ

り
、「
博
友
会
物
語
」
は
「
博
友
会
C
T
物
語
」

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
【
続
く
】

断
の
重
要
性
を

述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
し
た

学
生
ら
は
、
医

師
の
人
生
観
や

将
来
像
を
示
唆

す
る
内
容
に
頷

き
な
が
ら
耳
を

傾
け
て
い
ま
し

た
。

CTで見た「私の腹の中」CT検査を受けている私


